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干潟に生息するチゴガニ類が造る砂泥構築物の社会的機能

和田恵次簿

はじめに

スナガニ科のカニ類は，潮間帯砂泥底いわゆる干潟

に造穴して生活している。巣穴は，他個体や外敵から

身を守るかくれ家となっている。餌は，巣穴周辺の表

層砂泥中の有機物やケイソウ類などの微小生物である。

彼らは昼間，潮が引くと巣穴から出てきて，巣穴周辺

で摂餌やwavingなどの地上活動を行い，夜間や潮が

満ちている間は，巣穴へ入ったまま外へ出ることはな

いc

このスナガニ科のカニ類には，砂や泥を使った固有

の構築物を造る行動力：知られている。それらは，地表

面の砂泥をかき集めて造られたり，巣穴の中から堀り

返された砂泥で造られ， その形状から, pillar,

shelter, semidome, chimney, hood, pyramidなど

と呼ばれてきた。この構築物の機能に関しては，太陽

熱による高温と乾燥から巣穴を守る(Mathews,1930),

雄の求愛に際して雌を引きつける(Linsenmair,

1967;Christy, 1988), なわばりを小さくすることで

個体間のあつれきを低下する(Zucher, 1974, 1981),

個体間の空間分割を円滑にする(Clayton, 1988)といっ

たことが指摘されてきた。最近になって，筆者は，同

じスナガニ科のチゴガニ属(genus"yOpla苑）の種に

おいて， これまで知られていなかった機能を持つ砂泥

構築物の存在を明らかにしたので，それをここに紹介

する。

バリケードを構築された固体の活動域は，バリケー

ドのない方向へ，つまりバリケード構築個体の巣穴方

向を避けるように片寄る（図1)。しかも， このバリ

ケード被総築個体のうち，バリケードを除去された個

体は，その活動域をバリケード構築個体の巣穴方向へ

顕著に伸ばすことも確かめられた（図1)。以上の事

実から，バリケードは，被構築個体の活動域を構築個

体から遠ざける効果をもっており，そのことにより構

築個体のなわばり維持の機能を果たしていると言える。
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チゴガニのバリケード(Wada, 1984)

チゴガニ恥Opla苑p"sj"αは， 日本の本州。四国・

九州そして沖縄までの地域に普通に分布する最大甲幅

約10mの小型のカニである。本種の大型雄においては，

近隣にいる自分と同サイズか小型の個体の巣穴横に，

表層の泥をかき集めた障壁＝バリケードを造ることが

よく見られる（図版1-1)。このバリケードは，築

かれる個体の巣穴周囲のうち，築く個体の巣穴のある

方位に必ず造られ，その横にはバリケード造りの跡を

示すかき跡が認められる。
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1
画

図1 チゴガニのバリケード織築個体（巣穴を矢印で

表示）とその近隣の被構築個体それぞれの約1

時間の活動域。被構築個体のうち， 2個体では，

バリケード（四角印）はそのままにしているの

に対して，残りの2個体では除去してある。数

字は，各個体の甲幅(m'n)を，丸印は巣穴県：

雄，白：雌）を示す。

KeijiWada:Social fUnctionofearthenstructuresbuiltbycrabsofthegenusIZyOpZa節inhabiting
intertidalmudnat

＊奈良女子大学理学部生物学教室

－11－



いるのであろう。本種の生息する干潟の底質は，粘着

性のあるやや安定した泥であり，その点で構築物が造

られやすいことが考えられる。さらに，本種は，同じ

チゴガニ属の他種に比べて， きわだって硬い基底に40

cmにも達する深い巣穴をもっており，巣穴の価値はと

りわけ高いはずである。そのことが砂泥構築物にみら

れる巣穴防衛手段を，発達させた大きな要因になって

いるものとみられる。

"yOp/aXde"が"7erOSaの

バリケードとフェンス(Wada,1994)

IIyopja苑ae冗箆me7osaは，韓国。中国北部に分布

する最大甲幅11mmのカニである。本種においては， チ

ゴガニと全く同じバリケードが造られるのがまず発見

された。ただしチゴガニでは，バリケードを築くのは

ほとんどが大型の雄であったのに対して，本種では，

雄。雌とも同じように築いていた。バリケード被構築

個体は，ほとんどが構築個体と同サイズか，それより

も小型の個体であることは，チゴガニの場合と同じで

あった。本種のバリケードも，チゴガニの場合と同様

に，被構築個体の活動域を，バリケードのない方向へ

片寄らせる効果をもつことが，バリケードの除去。再

構築実験から明らかとなった（図2)。即ち，バリケー

ド被構築個体は，バリケードを除去すると，その活動

域は，バリケードのあったバリケード構築個体の巣穴

方向へも伸びるが，バリケードを元の位置に戻すとそ

れが抑えられる。このことから，本種のバリケードも

チゴガニと全く同じように，構築個体のなわばり維持

の機能を果たしていると言える。

本種では， このバリケードのほかに，近隣の他個体

の巣穴と自分の巣穴との中間域に，類似の障壁＝フェ

ンス（図版1-2)を造ることも発見された。このフェ

ンスも表層の砂泥をかき集めて造られるため， フェン

スの横には， フェンス造りの跡を示すかき跡が認めら

れる。フェンスは，バリケードと違って相手個体の巣

穴口から少し離れた位置に造られ，長さ，幅高さと

もその平均値はバリケードよりは大きい。さらにフェ

ンス構築個体の多くが雌であることもバリケードと異

なる。このフェンスも，被構築個体の活動域をフェン

スのない方向へ片寄らせる効果があることが， フェン

スの除去･再構築実験から明らかにされた（図3)。

即ち， フェンス被構築個体は， フェンスが除去される

と，その活動域が， フェンスのあったフェンス構築個

体の巣穴方向へ伸びるが， フェンスを元の位置にもど

すと，それが再び抑えられる。このことから， フェン

スも構築個体のなわばり防衛の機能を果たしていると

言える。さらにフェンス構築個体のほとんどは， 自分

の巣穴周囲のうちフェンスのある側に， さらに小さな

泥の山（ミニシェルター。図版1-3)を築いている

ことも見出された。この泥の山は，ごく近辺の表層の

泥を運んできて積み上げられているもので， フェンス

に加え，二重に自分の巣穴を防衛している様子がうか

がえる。

IZyopla露den""ZerOSaでは， このようにバリケー

ド， フェンス，それにミニシェルターといった3種も

の構築物が巣穴防衛用として造られていることが示さ

れたが，なぜ本種でこのように砂泥構築物が発達して
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"yOplαおde""7Ze7-OSaのバリケード除去。再

構築実験の1例。バリケード（点刻で表示）を

そのままにした時，バリケードを除去した時，

バリケードを元の位置に再構築した時，それぞ

れ20分間の各個体の活動域を示した。黒丸はバ

リケード構築個体の，白丸は被構築個体の巣穴

位置を示す。

図2
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")/Op/axp/"g/のマウンド(Wada, eraA, 1994)

"yopja妬p"唾は，前種"yopJ"de"箆刀zerosaと同

様，韓国。北部中国に分布する最大甲幅約13mmのチゴ

ガニ属の1種で, I. de""72erosαよりは，軟泥で， レ

ベルも低い所に生息する。本種は， チゴガニやI.

de"”ze7℃sαのようにバリケードやフェンスを築くこ

とはしない。しかし，巣穴から堀り返して外に出した

泥を，巣穴|｣近くに積み上げることが知られている

(図版1-4)。この積み上げた泥の固まり＝マウンド

は， そもそもどのような個体が何のために築くのかに

ついて， これまで詳しい研究は行われなかった。

マウンドは，雄も雌も造ること， その場合wavmg

を盛んにしている雄とwavingをまったくしない雄も

ともに造ること，又雌では，抱卵雌も非抱卵雌も造る

ことがわかった。マウンド構築個体と非構築個体の間

では，所有している巣穴の深さに違いは認められなかっ

たが，巣穴の中の最も幅広い箇所の内径は， マウンド

構築個体が非構築個体よりも大きいという違いがみら

れた。つまり巣穴の内径を大きくすることと， マウン

ド構築が関連していることになる。さらに，マウンド

構築個体の多くは，地上活動をほとんどしなくなった

ものであることも明らかとなった。

ではなぜ，地上活動をほとんどする必要がない個体

が，わざわざ巣穴機に泥の山を築くのであろうか。考

えられる目的としては，巣穴の防衛がある。近隣個体

に対する忌避効果が，マウンドにあれば，地上に出て

防衛行動をする必要はない。実際にマウンドがある状

態と，ない状態とで，マウンドの横にいる他個体の活

動域を比較したところ，明らかにマウンドが存在する

場合にはマウンドのある方向への動きが抑制されるこ

とが判った（図4)。つまりマウンドには，近隣の巣

穴所有個体がこれを避ける効果があると言える。しか

し，巣穴を持たない放浪個体に対しても同様の効果は

あるだろうか。放浪個体を放逐し，その動きを追跡し

たところ，放浪個体に対しては，マウンドは誘引効果

も忌避効果もないことが判った(WadaandPark,

未発表資料)。従って，近隣の巣穴所有個体の地上活

動に対してのみ，マウンドは効果があると言える。地

上活動をあまりしない個体が，念入りにマウンドを築

くのは，近隣他個体に対する巣穴防衛の意味があると

みてよさそうだ。
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"yopja尤咋"〃meﾉ℃sαのフェンスの除去。再

構築実験の1例。フェンス（点刻で表示）をそ

のままにした時， フェンスを除去した時， フェ

ンスを元の位置に再構築した時，それぞれ20分

間の各個体の活動域を示した。黒丸は， フェン

ス構築個体の，白丸は被構築個体の巣穴位慨を

示す。

図3
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Ocypodidae)E"zojogy, 96, 270-282

Wada,K.,Yum, S. S. andPark, JK(1994)

Moundbuilding in"yOpJa師pmgZ (Crustacea:

Brachyura;Ocypodidae).M上zﾉ.BZoJ., 121, 61-66

Zucker,N. (1974)Shelterbuildingasameansof

reducillgterritorysizeinthefiddlercrab,Ubq

terpsiclloF･es (Crustacea : Ocypodidae)Am

MM("Nq&,91,224-236.

Zucker,N(1981)Therole ofhood-building in

defining territories and limiting combatm

fiddlercrabs.A""7z.BehaU. 29, 387-395
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Earthenstructuresbuiltby intertidalocypodid

crabsofthegenus"yOP/α”havebeenshownto

havesomesocial fUnctions."yopja節p妬j"αand

"yopja郎de""meﾉ℃s(z buildbarricades near the

neighbors'burrowswithsurfacemud. Thebarri

cadehastheeffectofkeepmgtheactivityspace

oftheneighborawayfromthebuilderJZyopJ"

de""7zems(zbuildsanotherslructurewithsurface

mud, termed fence, at intermediate position

betweenthebuilderandtheneighbor. The fence

fimctionstodetertheapproachoftheneighborto

thebuilder'sactivitysite"yOpj""zgibuildsa

moundat the burrowenlrance of ihe builder

itself,withmuddugout fromtheburrowThe

moundhastheeffectofkeepingtheactivityspace

ofneighbors awayhomthe builder's burrow

site.
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図4 "yopja節pjgjのマウンドの除去。再椛築実験

の1例。マウンド（点刻で表示）をそのままに

した時，マウンドを除去した時，マウンドを元

の位置に再構築した時，それぞれ13分間の， マ

ウンド構築個体（巣穴を黒丸で表示）とその近

隣個体（巣穴を白丸で表示）の地上活動域を示

した。
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図版I

3 "yOpJ"sderztimeﾉ℃sαのミニシェルター

（矢印）チゴガニのバリケード（矢印）1
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